
 
学校評価の活用等について（課題の改善に向けた具体的な取組み等） 

 
１学校経営 

   学校教育目標達成のために、管理職、教職員が綿密にコミュニケーションをとり、共通の意思形
成を図っており、一人ひとりの生徒理解を深めて学校づくりを推進することができている。さらに
学校評価の結果を踏まえて、学校経営の改善に努めていく。 

 
２学習指導 

すべての教科において、シラバスに基づき基礎・基本を重視した授業を展開している。しかしな
がら、今年度もものづくりに対する意欲・関心については、生徒アンケート結果にばらつきがあり、
実習教科や課題研究などで学びの充実感が得られるような工夫に取り組む。また、ICTを活用した
授業をより積極的に取り入れていく必要がある。 

 
３生徒指導 

１年生に対する家庭訪問や全学年による個人面談を積極的に実施し、生徒理解に努めることがで
きた。また、全教員による月例の生徒情報交換会を開催し、情報共有を行うことによって、組織的
な指導体制を構築することができた。 
始業前の挨拶運動や、授業時間中の廊下監督業務を実施して生徒の観察に努めることにより、問

題行動の減少につながっている。今後も基本的生活習慣の確立、ルールやマナーの遵守、いじめの
未然防止に向けた指導・支援を継続する。 

 
４進路指導 

アルバイト等の就労を奨励しており、全校生徒の約７割が就業を終えてから登校している。今後
も生徒の実態に応じて効果的な進路情報を提供するとともに面談指導を充実させて、卒業後の就労
につながるよう支援を継続する。 

 
５特別活動等 

新型コロナウイルス感染症の影響で、特別活動に多くの制約があったこともあり、生徒のアンケ
ート結果から学級や生徒会の集団活動の達成度が低いことが読み取れる。今後、定時制高校である
ため校内の施設使用に制限はあるものの、興味・関心をもって生徒が参加できる校外での特別活動
を企画するなどし、自立心や社会性の向上につながる活動を支援する。 

 
６学校図書館 

読書活動のＨＲを年２回実施して読書への意識づけの指導に取り組んでいるが、図書室利用が不
可能なところもあり、達成度Ｃと低かった。今後も読書への意識付けと余暇を利用した読書指導に、
ＳＮＳ機器等の影響なども念頭に入れながら、生徒が興味・関心を持つことができるよう今後も継
続的に創意工夫していく。 

 
７保健・安全指導 

養護教諭による保健だよりや栄養士による給食だより等を作成配布することにより、季節に応じ
た健康管理や食育につながる情報発信ができている。今後も生徒の保健指導だけでなく、登下校中
や校内での事故防止に努める。 

 
８人権教育 

各学期にいじめアンケートとともに人権アンケートを実施し、生徒の現状把握に努めている。ま
た、定期考査中を含め、廊下監督を配置することにより、日常的な生徒観察を効率的に実施できて
おり、人権ＬＨＲでの生徒の積極的な参加状況も年々向上している。全日制と合同の職員研修を実
施している。今後は、定時制独自の職員研修も計画し、人権意識の向上に努めていきたい。また、
地域の人権教育研修会にも積極的に出席して研鑽に努める予定である。 

 
９環境教育 

教員や業務員による校内清掃を毎日実施し学習環境を美しく保っている。生徒は、月１回ではあ
るが、ＨＲを利用して掃除に取り組めるようになった。今後は、実習終了後の後始末や掃除の習慣
を日常的な教室の掃除や整理整頓につなげて、公共心や環境を守る意識を向上させていく。 

 
10事務・管理 

授業開始前と授業時間時、放課後の当番制による校舎内巡視を継続し、施設・設備の安全点検を
さらに充実させていく。 

 
11その他学校の取り組み 

生徒、保護者ともに学校に対する満足度が高い。入学してくる生徒が変容してくる中、引き続き
地域の中学校や様々な関係機関との連携を発展させ、入学した生徒の一人ひとりに丁寧な対応し、
自尊心を育むことに努め、卒業後は社会へ自信をもって踏み出せるようにきめこまかな指導・支援
を徹底していく。 


